石楠花会通信　Vol.６０　（２０１５．３）
平成２７年第１回目の石楠花会通信です。皆さん、今年も何卒よろしくお願い申し上げます。　　さて、今年最初の石楠花会通信は、先月末に開催されたOGOB現役交歓会のご報告から。
□平成２６年度ＯＧＯＢ現役交歓会のご報告
　今年最初の石楠花会行事のＯＧＯＢ現役交歓会は、去る１月３０日に、神田のベルギー料理『シャン・ドゥ・ソレイユ』にて開催されました。
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当日は朝から雪模様の荒天で、ご参加者の足が止まってしまうのではと、心配しておりましが、OB１７名、現役部員７名のご参加で賑やかな交歓会が開催できました。特に、働き盛りの７６年次根岸さん、７７年次鎌仲さん、０６年次村上さん、０８年次内藤さん、西岡さんには、仕事をいつもより早く切り上げて貰い、ご参加頂き感謝、感謝でした！今回は昨年末に完成した新『石楠花会ウェッブサイト』のご披露もあり、ご尽力いただいた村上君のお話や、昨年１１月に亡くなられた狩野さんへの感謝のお話もあり、感慨深い交歓会でした。
６０年次市嶋さんからは新発田市の銘酒、本醸造『市島』の差し入れもあり、美味しいベルギービールやワイン、料理を堪能し、特に現役部員には大満足の交歓会でした。
若々しい１年生部員から今年４月には新社会人の４年生迄揃った現役部員と、クラブ創成期のOBから若手まで人数は少ないけれど、あらゆる年代が揃ったＯＧＯＢ現役交歓会は、格別の盛り上がりがありますね。若手諸君のご参加本当にありがとうございました。今後はもっと多くの中堅、若手のOGOBの皆様にもご出席いただきたいと心より願う次第です。
　
□ＯＢＯＧ会長連絡協議会について

　ここ数年、成蹊大学学生の課外活動における事故事件が多発しています。そこで大学体育会系各クラブのＯＢ会長による、平成２６年４月に『ＯＢ・ＯＧ会長連絡協議会（ＯＢ会議協）』が設立されました。当会からは６５年次花上さんが代表として参加しています。

昨年の設立総会では、学生の体育会活動の環境が大きく変わってきているとの認識から、 大学側からは体育会系部活動の安全確保と指導体制の整備について「再発防止対策８項目」を発信し、現役のみならずＯＢ・ ＯＧ会に内容の理解と周知徹底が求められています。
今回、ＯＢ会と学生との協力体制についての実態把握を目的としたアンケート調査を実施しました。その結果、各団体のＯＢ・ＯＧ会は数十年に渡り、個別にＯＢ会を作り運営をしてきましたので急な対応が難しい団体もあり、現在の取り組みに明らかに濃淡が発生していることも分かりました。私たち石楠花会は、体育会ワンダーフォーゲル部の活動への支援や安全確保への配慮は一応の対応を図っておりますが、今後、どのように学生への支援活動に取り組んでいくのか議論はますます必要かと思われます。
アンケート結果は石楠花会ウェッブサイトにてからダウンロードが可能です。またはご希望の方は結果報告書をお送りしますので、幹事迄お問い合わせください。

□平成２７年度石楠花会総会のご案内

恒例となりました成蹊学園桜祭り当日、『平成２７年度石楠花会総会』を開催いたします。皆様には何卒ご出席をお願い申し上げます。当日は各クラブOB会や同窓会が楽しい催事や模擬店で来場客をお待ちしています。お子様の小さい若手のOGOBの皆様、懐かしい学園の雰囲気をご家族連れで楽しみながら、総会へのご出席を賜りたいと思います。よろしくお願い申し上げます。
日時 ： 平成２７年４月５日（日）　　１１：００～　石楠花会総会　　１２：００～　OGOB現役交歓会

会場 ： 成蹊大学　２号館　４１１教室（予定）
＊会場は変更になる可能性があります。当日桜祭り会場受付で配布の案内でご確認ください。

会費 ： ２，０００円程度

申込方法　：　出欠のご連絡は、郵送の方は同封の返信はがきにて、メール受信の方はメールもしくはHP掲示板に必要事項をご記入の上、平成２７年３月２０日迄にご返送ください。恐れ入りますが返信はがきには50円切手を貼って投函願います。

＊交歓会では豪華お花見宴会料理を用意いたしますので事前のご連絡をお願い申し上げます。
□平成２７年度ＯＧＯＢ現役トレーニング大会のご案内

石楠花会総会に先立ち恒例のトレーニング大会を開催します。６８年次松田さん、７３年次蓮見さん、７６年次権瓶さんなどの足自慢のOGOBが先頭を切って走ります！日頃運動不足のOGOBの皆さん、桜の花咲く武蔵野の街並みを現役学生と一緒に走りましょう。

集合 ： ９：３０　（大学西部室）　　体操・ランニング　９：４５～
申込方法　：　ご参加の方は総会出欠と同様に、上記返信はがきにてお願いします。
＊トレーニング大会参加者は交歓会の買い出しのお手伝いをお願いします。
□平成２７年度石楠花会会費・寄付金払い込みのお願い
石楠花会会費は年間３，０００円です。石楠花会会費は、現役学生の活動を支援する為、万一の遭難対策費として、そして石楠花会を円滑に維持運営する為に不可欠な資金です。皆様のご協力をなにとぞよろしくお願い申し上げます。会費払い込みは前回の通信に同封の『日本郵政』払い込み用紙、または以下の『三菱銀行』口座にてお願いいたします。
尚、複数年払いをご希望の方には５年分１５，０００円を上限としてお支払いが出来ます。それ以上の金額はご寄付として処理させていただきますので何とぞご了承ください。払い込み頂いた方々の氏名はその都度、石楠花会通信紙上にてご報告いたします。
振込先：三菱東京ＵＦＪ銀行　西川口支店　普通　０６１０５３４
石楠花会幹事　松田武雄
□体育会ワンダーフォーゲル部近況

先日の交歓会では、２年間、主将としてご活躍いただいた岡本君が引退し、土居将人君が、平成２７年度主将に就任したことが発表されました。土居くんからは、来年度新入部員獲得に向けての決意をしっかりお聞きしました。是非皆様のご支援をお願い申し上げます。また、この３月卒業の４年生３名もそれぞれ進路が定まり、４月には新ＯＢＯＧとしてデビュー予定です。
【土居くんご挨拶】
こんにちは。２７年度主将の土居と申します。春合宿は３月４日から１１日まで、熊野古道｢大峰奥駈道｣を経て、熊野大社を目指します。前鬼口から入山し、テントや避難小屋を使って6日間の山行です。雨風の心配もありますが、修行僧の足跡を追い、肉体的、精神的な成長を目指します。 1年生も少し山歩きに慣れたようです。怪我なく楽しみたいと思います。

現役部員の春合宿の行動や安全管理は７５年次井上監督がご指導してくださっています。また合宿の計画書は石楠花会ウェッブサイトよりダウンロードが可能です。
□平成２６年度新春OGOB現役交歓会のご報告
日時 ： 平成２６年１月３１日（金）　１８：３０～　　　会場 ： 『シャン・ドゥ・ソレイユ』

参加者 ： 木村(５４)野々村(５５)小関(５７)原田（５８）市嶋（６０）天野・中村（６２)大和田（６４）　　花上・光岡(６５)松田(６８)酒井（６９）千葉(７４)根岸（７６）鎌仲(７７)村上（０６）内藤・西岡（０８）　　ＯＢ計１８名　　　　　古賀・杉山・渡辺（現４年）岡本（現３年）土居（現２年）木村・竹村（現１年）　　現役計７名　　　　合計２５名　　　＊敬称略
□追悼　６６年次狩野博史さん
長年に亘り、石楠花会の幹事としてご尽力をいただいた、狩野博史さんが、昨年１１月にご逝去なされました。私たちのたいせつな先輩、そして仲間だった狩野さんを偲んで、同期を代表して６６年次水原　宏さんからの弔辞を掲載させていただきます。

『平成２６年１１月２６日（水曜日）午前３時、我々の同期狩野博史君が、転移した末期の肺癌により６８歳の生涯を終え、黄泉の国へ旅達ました。
これから我々が残された人生を共に歩むのに、居てくれなくてはならない、、かけがえのない人を失いました。２００４年に逝ってしまった本多に次いで二人目です。残された同期達が駄目な訳じゃないけれど、あなたには、居てもらいたかった。居てもらって我々を看取ってから逝って欲しかった。われわれの代は皆そう思ってますよ。それがスジというものでしょう（涙）。「どうしてくれるんだ！」といってももう遅い（涙）。
人は死ぬものです。健康でいるという事は、元気で死に向かって行進している訳で、死ぬ事を避けるわけにいきません。普段は蓋をして考えもしませんが、何という矛盾。
人生はせつないねー、狩野君。あなたなら、何と答えてくれるだろう、狩野君。ねえ、答えてよ、狩野！涙が止まらんぜ。
「俺は癌では死なない、死ぬなら親父と同じ心臓だな。そう決めたんだ。」と言ってたのは誰なんだよ。
　遥か、４０年も前になりますか。所帯を持つ彼のために川口の独身寮から、隣町の新居への引っ越しの手伝いをしました。車のトランクに入りきらないJAZZのLPを２回に分けて運んだ暑い夏、快晴。大家さんの庭には、放し飼いの鶏とアヒル。アヒルだよ。池も無いのに。応援に駆け付けた、新妻になるきみ子さんの手作りのおむすび。冷たい麦茶。まぶしく思いだします。みんな若くて元気だった。よかったなー。（涙）
　多摩川の河口から源流、笠取山の水干沢まで３年かけて歩いたのは、二人が共にリタイアーしてから。歩きは少し、風呂屋によって酒を飲むのが主役だから、永くかかったけど楽しかったよな。（涙）　リタイアー記念に一緒に買った、折りたたみ旅行用自転車イギリス製ブロンプトン。狩野はブリティシュグリーン、私はレッド。それで、東京中の神社を残らずめぐり廻ったってね。私は音楽の方に寄り道で一緒しなかったけどさ。
　それが、２年４か月前突然のメール。「おれ、癌になっちゃいました」オイオイそういう問題じゃないだろう。見舞いに行った病院で、大腸癌、肝臓と肺に転移、「２年後の生存率５０パーセント」だそうだ、と狩野。こっちの息がとまるような問題をソー平気で話すなよ。お前。
それから２年数か月、少し酒を飲んだり飯を食いに行ったりそれでも、結構遊びました。亡くなるひと月前、自宅にお見舞いに行った時もだいぶ痩せてはいたけれど、それまでと全く変わらない、いつも通りの狩野でした。最後を過ごすための自宅療養の中で平生と変わらない精神のあり様に、驚嘆、逆に元気をもらうような有様でした。帰りの駅までの虚しかった事。田園調布の人気のない静まりかえった大邸宅街はまるで口を広げた異界の入口の様でした。
もう帰っては来ない、静かで強く優しかった狩野。我々に残されたパスポートの期限も、もうそんなには永い訳でもなく向こう側で我々の到着を待っていて下さい。そして、こちら側でそうであった様にお酒でのみかわしましょう
　唐の時代の詩人、于鄴の五言絶句を井伏鱒二がこんな風に訳しています。
　コノサカズキヲ受ケテクレ
　ドウゾナミナミツガシテオクレ
　ハナニアラシノタトエモアルゾ
　「サヨナラ」ダケガ人生ダ
　さよなら、狩野。そして、また会おう。水原より』
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